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 固液界面では、その構造的な非対称性および水分子と固体表面との相互作用により、水和構造

と呼ばれる特異な構造が形成され、多くの場合、表面近傍の振動的密度分布として観測される。

固液界面上で起こる結晶成長・溶解などさまざまな物理・化学現象には、水和・脱水和過程が強

く関連していることが知られているが、原子スケールにおけるその詳細については未だ十分な理

解が得られていない。われわれは、液中動作可能な周波数変調原子間力顕微鏡 (FM-AFM) を用い

た 2 次元 / 3次元フォース (周波数シフト) マッピングによって、結晶表面のテラスあるいはステ

ップ近傍における原子スケールの水和構造をについて報告してきた[1-3]。本講演では、溶液中で

の KBr結晶のステップ近傍の表面構造の変化とそれに伴う水和構造の挙動について議論する。 

 本実験では、アルカリハライド結晶である KBr (格子定数：0.66 nm) の (001) へき開面を用い

た。FM-AFM観察の妨げとなる結晶の急速な成長・溶解を抑制するため、観察溶液を飽和濃度近

くになるように調整している[3]。図 1は、溶液中のテラス領域で得られた KBr (001) 面の表面格

子像で、0.66 nm周期の正方状に並ぶ Brイオンの輝点が観察される。KBrのステップ周辺におけ

る表面形状像および図中線分 AB 上で取得した断面プロファイルを図 2 に示す。単原子ステップ

高さに相当する 0.33 nm の段差が確認できる。一方、図 3 はテラス上で取得した 2 次元周波数シ

フトマップである。テラス表面と垂直な方向に振動的に変化する 3 層の水和層が形成されている

ことを確認でき、さらに面内にも結晶表面構造を反映する周期構造が確認された。 
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図 1: KBr (001) 面の

溶液中 FM-AFM

像. 

図 2: KBr (001) 面のステップ近傍の

FM-AFM 像（上）および線分

AB 上の断面プロファイル（下）. 

図 3: テラス上で取得した 2 次元周

波数シフトマップ. 
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